
去
る
、

平
成
帽
年
２
月
２０
日

（月
）
、

豊
玉
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

豊
玉
町
の
民
生
委
員

及
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
参
脚
の
も
と
に
地
域
福

祉
リ
ー
ダ
ー
教
養
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

対
馬
市
に
お
い
て
も
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、

年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、

地
域
間
の
相

互
協
力
が
希
薄
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
に
お

い
て
は
、

福
祉
行
政
の
制
度
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、

地
域
の
人
々
が
協
力
し
相
互
の
福
祉
向
上

の
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
、

地
域
福
祉
の

一
端
を
担
う
上

で
、

中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
民
生
委
員
と

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
参
加
を
頂
き
、

「健
康
と
生

き
が
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
前
中
は
、

対
馬
市
保
健
部
の
福
田
保
健
師
さ
ん

に
よ
る

「米
養

・
食
生
活
の
改
善
で
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
よ
う
。

」
と
題
し
、

ビ
デ
オ
の
放
映
や

わ
か
り
や
す
く
健
康
維
持
の
た
め
に
な
る
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、

豊
か
な
農

生
活
が
十
分
で
き
て
お
り
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や

カ
ロ
リ
ー
の
過
剰
摂
取
な
ど
に
よ
り
様
々
な
生
活

習
慣
病
を
３‐
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

年
後
か
ら
は
、

長
崎
女
子
大
学
の
講
師
で
あ
る
井
手
□
弘
明
先
生

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
増
大
に

伴
う
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、

健
康
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
き
る
様
を
手
話
や
首
楽
な
ど
を
用
い

た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
議
演
会
で
し
た
。

ま
た
、

「人

生
の
終
盤
に
寝
た
き
り
に
な
る
な
ど
」
介
護
が
財

要
と
な
っ
た
場
合
に
、

ベ
ツ
ド
で
の
介
護
方
法
に

つ
い
て
の
講
習
も
あ
り
、

皆
さ
ん
真
剣
な
面
持
ち

で
研
修
を
受
け
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。



会
長
就
任

の
ご
挨
拶

対馬市社会福祉協議会

会長 平 間 雅 哲

本
年
３
月
１
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

互
選
の
結
果
、

会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
会
長
の
康
田
氏
は
、

永
年
に
亘
っ
て
、

住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
ご
活
躍
さ
れ
、

対
馬
市
の
誕
生
と
同
時
に
発

足
し
た
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
初
代
会
長
に
就
任
さ

れ
る
な
ど
、

そ
の
功
績
は
非
常
に
大
で
あ
り
ま
し
た
。

廣
田
氏
の
後
を
受
け
て
、

果
た
し
て
会
長
職
が
勤
ま
る

か
大
層
心
も
と
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、

選
任
さ
れ
た

か
ら
に
は
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

住
民
福
祉
向
上
の

た
め
金
力
を
尽
く
し
て
、

職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

皆
様
、

ご
承
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

国
と
地
方

を
合
わ
せ
て
約
７
７
０
兆
円
の
借
金
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
膨
大
な
借
金
を
若
い
世
代

へ
背
負

わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、

国
で
は
種
々
の

施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、

補
助
金

コ
地
方
交
付
税
の
縮
減
と
税
源
の
移

譲
等
、

三
位

一
体
の
改
革
の
名
の
も
と
に
、

構
造
改
革
等

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
馬
市
に
お
い
て
も
、

約
６
５
０
億
円
の
借
金
の
返
済

と
国
か
ら
の
補
助
金
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

市
か
ら
大
き
な
補
助
金
を
受
け
て
い
る
本
協
議
会
に
お

い
て
も
、

補
助
金
の
削
減
に
伴
い
、

従
来
か
ら
の
事
務

・

事
業
を
は
じ
め
、

組
織
機
構
の
徹
底
し
た
見
直
し
が
必
要

と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

期
待
さ
れ
る
福

祉
法
人
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
十
分
な
議
論
を
重
ね
、

あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、

そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段

・
方
法
を
お
示
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
第

一
が
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
で
あ
り
ま

す
。本

協
議
会
で
は
、

多
く
の
市
民
を
は
じ
め
、

各
種
社
会

福
祉
法
人
、

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
団
体
、

行
政
等
の

関
連
分
野
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の

公
共
性
、

公
益
性
を
も
つ
福
祉
法
人
と
し
て
の
特
性
を
活

か
し
た
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

計
画
策
定
に
当
た

っ
て
は
、

市
民
皆
様
の
意
識
の
実
態

把
握
に
努
め
、

地
域
福
祉

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
情
報
提
供
と
、

自
主
的
な
活
動
を
手
助
け
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
、

ま
た
行
政
を
は
じ
め
各
種
関
係

団
体
と
の
連
携
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し
た

総
合
的
な
活
動
計
画
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
的

第
二
が
自
主
財
源
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
、

財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
協
議
会
の
自
主
財
源

の
基
本
は
、

設
立
の
趣
旨
や
活
動
の
目
的
に
賞
同
じ
（
入

会
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
市
民
会
員
や
団
体
会
員
か
ら

納
め
ら
れ
る
会
費
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、

個
人
と
団
体
会

員
合
わ
せ
て
約
５
、

０
０
０
人
、

市
内
全
世
帯
の
約
３。
％

が
会
員
と
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
市
民

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
団
体
等
に
本
協
議
会
の
進
む
べ
き

方
向
を
お
示
し
、

活
動

へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

新
規

会
員
の
増
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

合
併
後
３
年
を
迎
え
ま

し
た
。

よ
り
多
く
の
方
々
が
、

福
祉
活
動
に
関
心
を
も

つ

て
も
ら
い
、

積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
全
体
で
支
え
あ
う

『福
祉
の
ま
ち
』
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
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絵福祉協議会事業計画 (重点目標)平成18年度 対罵市

社会福祉法に規定された公共性の高い団体として、市民の参加を促進 し、対馬市における

社会福祉事業、その他社会福祉活動の活性化により地域福祉の推進を図ります。

特に、関係行政機関、地域組織、福祉団体等との連携や協働を進め、 『市民に信頼される

社会福祉協議会』を目標に次の事項を重点目標として事業を展開します。

(1)地域福祉活動の推進

①地域福祉活動計画の策定

②ボランティアの育成 ・支援

③各種相談事業の実施 (心配ごと相談 ・無料法律相談)

④地域福祉権利擁護事業の推進

⑤善意銀行の積み立て及び運用益の活用

⑥福祉資金等貸付け事業

⑦共同募金事業への協力

③小地域ネットワーク活動の推進

(2)在宅福祉事業の展開

①介護保険サービス事業

②障害福祉サービス事業

③外出支援、身体障害者等訪問入浴介護事業

(3)その他の活動

①日本赤十字社事業への協力

②ミニシルバー人材センターの事務受託

1離  1魅 鯰 ||■



平成18年度 対馬市社会福祉協議会 収 支 予 算 内 訳

平成 18年度の対馬市社会福祉協議会の収入、支出予算は、それぞれ408,817千 円で収入

の主なものは補助金収入 1898716千 円 (46%)介 護保険収入 155,017千 円 (38%)と な

つています。また支出では人件費が258,226千 円 (63%)と 大半を占めています。事業別

では、法人運営事業が189,716千 円 (46%)を 占めるとともに、介護保険事業、障害者福

祉サービス事業等在宅福祉サービスの展開、およびボランティアセンター事業、地域福祉活

動推進事業、共同募金配分金事業等により地域福祉活動を推進していきます。

前年度資金残 :41,031千 円 会費収入 :3,163千 円
寄付金収入 :5,125千 円

繰入金収入 :35,086千 円

預金利息 i35千 円
経常経費補助金収入

:131,391千 円稚収入 :7千 円

利用料収入 :5,560干

助成金収入 :470千 円

受託金収入 :15,440千 円

事業収入 :14,812千 円

共同募金配分金収入 :6,235千 円 貸付事業収入 :4,143千 円

負担金収入 :261712千 円

積立預金積立支出 :41714千 円 退職共済預け金支出 :131355千 円

繰入金支出 i35,085千 円

負担金支出 :465千 円

助成金支出 :900千 円

貸付事業支出

事業費 :64,743千 円

事務費 :27,186千 円

■ 事業剛受出内訳■

功ド 中人材じ夕事業 :11,

介護保険事業 :155,017千 円

障害者福祉サービス事業
:7,560千 円

市受託事業 ,12,150千 円一

県社協受託事業 i3,620千 円

共同募金配分金事業 :6,280千 円

葬祭壇貸付事業 :8,738千 円

福祉資金貸付事業 :4,149千 円

法人運営事業
:189,761千 円

ドラ方〃D夕 事業 :2,830千 円

地域福祉活動推進事業 :1,517千 円

善意銀行基金積立事業 :51965千 円



〓纏
ン
ン
奉

ン
種

彊

ン

ン
型
赫
善
轟
撃
鏑
。

毎
年
市
民
の
皆
様
に
は
、

日
本

赤
十
字
社
社
資
募
集

・
赤
い
羽
根

共
同
募
金

，
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
に
つ
き
ま
し
て
、

多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
実
績
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

簡
様
方
の
ご
協
力
に
、

心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、

各
種
募
金
に
対
す

る
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
、

よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

告
穫
募
金
の
実
施
期
間
は
、

次

の
と
お
り
で
す
。
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ぽ
団
磁
聾
団

▼
竹

末

千

文

（河

内
）

（亡

・
竹

末

　

鶴
）

▼
扇
　
　
　
弥
　
司

（芦
　
見
）

（亡

・
一扇
　
　
　
サ
　
ク
）

▼
梅
　
野
　
士
口
　
朗

（比
田
勝
）

（亡

・
極
　
野
　
口日
　
子
）

▼
竹

内

巨

信

（鰐

浦
）

（亡

・
竹

内

時

子
）

▼
堤

　

　

憲
　
利

（西
　
泊
）

（亡

・
森

山

和

子
）

▼
財
　
部
　
好
　
彦

（西
　
泊
）

（亡

・
財
　
部
　
一景
　
平
）

▼
武
　
末
　
佳
　
季

（熊
本
市
）

（亡

，
武

末

朋

来
）

▼
相

川

誠

一

書

見
）

（亡

・
相

川

静

枝
）

▼
財
判
　
一部
　
　
　
　
一員

（
　
雲
フ
　
）

（亡

・
財

部

ツ

ル
）

▼
神
　
田
　
ス
エ
子

（
一　
重
）

（亡

・
神

田

唯

夫
）

社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
ｂ
温
ま
る
善
憲
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
こ
に
、

ご
芳
電
（敬
称
略
）を
掲
載
し
、

謹
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
臭
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
奇
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、

各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め

に
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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枝
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▼
善
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民
様
よ
り
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口
阿
比
留
　
菊
　
枝
）

蝿
層
騒
畷

阻
目
団

衝



一　
↓
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

8        ン
対馬市社会福祉協議会では、どこに相談してよいのかわからない悩みや法律に関することで
お困りの方に対して、次の事業をおこなつています。

生活上側碗轟鞭諭船識に廠ぬ召、と口解深病滋をFド バイスLま す。

船識内容賑鹸鶴砥は、喜聾縄躊闘種紹介臨慧替。

*相談時間は年前10B寺～年後3時 30分迄です。

*相談受付は、当日会場で先着順となります。

*相談員は、当日変更になることもありますので、ご了承下さい。

*相談は無料です。

霊通事横、孤動麗、際証A、軽鱚.お釜□貸LJ簿轡、廿ラ釜、網鯨(土地・期麗)、
悪鷲簡鴻、lglj産措ど鴻偉に関する網識をお章けと1たします。

*時間はいずれも年後1時～午後4時 迄です。
米相談を希望される方は、必ず開催日の前日迄に予約をお願いします。
*市内にお住まいの方であれば、どの会場でも相談することができます。
*担当の弁護士は、対馬ひまわり基金法律事務所の大出弁護士と九州弁護士

会連合会 (九弁連)の 弁護士がそれぞれ対応します。

議ン ン巣熙ン髄轟ン ンン鞘髄,解ン ンン麒織ンン ンンン 鞭ン嬰ン 轡紙鹸ンン 通籟 悪 い。

初恋の時の事、覚えていますか?            |‐

あの ドキドキした気持ち、あの切ない気持ち、思い出すだけで

胸が痛くなります。いつの頃からか忘れていたように思います。

季節を昧わう余裕すら忘れていました。

春、夏、秋、冬。四香折々の良さがあります。香は劇れの季節であり、出会いの季節です。

卒業があり入学がある。進級、進学、就職。層」れ以上の出会いが待っています。

人との出会いだけではなく自然との出会いがあります。曽段、何気に運転席か

ら眺める国景も車から降りて歩いてみませんか?

きつと新しい出会いがありますよ。冬の間は気付かなかった

道端の車花が春を待ちわび嬉しそうに笑つていますよ。

春が初恋のドキドキした気持ちなら、夏はどんな気持ちなのでしようか。

それは、夏がやつて来るまでのお楽しみ。

自然に触れ、四季の良さを感じ、ドキドキした気持ちを忘れる事

なく、また、少年の,いを持つた大人になれれば最高だと思います。

③メールにい肘ma―sya墜里ン ntt°C比撞Jpン


